
 

【
作
者
】
岑 

參
（七
一
五
年
～
七
七
〇
年
）
盛
唐
の
詩
人
。
河
南
省
南
陽
の
出
身
。
岑
嘉
州
と
も
称
す
る
。
詩
人
・
高
適
と
並
び
称
さ
れ
る
。
七
四
四
年
の
進
士
。
長
く
節

度
使
の
幕
僚
と
し
て
西
域
に
あ
っ
た
が
、
安
禄
山
の
乱
が
あ
っ
た
七
五
六
年
に
粛
宗
が
い
た
鳳
翔
に
は
せ
参
じ
て
、
杜
甫
ら
の
推
挙
に
よ
り
右
補
闕
と
な
り
、
そ
の
十

月
に
は
粛
宗
に
従
っ
て
長
安
に
赴
く
。
七
五
九
年
に
虢
州
の
刺
史
と
な
り
、
七
六
二
年
に
太
子
中
充
・
殿
中
侍
御
史
と
な
り
関
西
節
度
判
官
を
兼
ね
、
七
六
五
年

に
嘉
州
の
刺
史
と
な
っ
た
。
七
六
八
年
、
官
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
ろ
う
と
し
た
が
途
中
で
反
乱
軍
に
阻
ま
れ
て
成
都
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
地
で
没
す
る
。 

享
年
五
十
六
歳
。 

【
語
釈
】＊
玉
關…

玉
門
関
。
現
・
甘
肅
省
西
北
部
。 

＊
長
安…

唐
の
首
都
。
玉
門
関
か
ら
見
れ
ば
、
長
安
は
東
側
に
位
置
す
る
。  

＊
萬
里
餘…

万
里
以
上
。
は
る
ば

る
と
。
長
安
～
玉
門
関
の
直
線
距
離
は
１
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。  

＊
故
人…

古
く
か
ら
の
友
人
。  

＊
一
行
書…

簡
単
な
手
紙
。  

＊
腸
斷…

腸
（
は

ら
わ
た
）が
断
た
れ
る
ほ
ど
の
辛
さ
。  

＊
・況
復
（き
や
う
ふ
く
）…

そ
の
上
。
そ
れ
に
加
え
て
。 

【通
釈
】「玉
門
関
か
ら
長
安
の
李
主
簿
に
手
紙
を
出
す
」  

 

東
に
あ
る
長
安
を
旅
立
っ
て
、
万
里
以
上
も
西
へ
や
っ
て
来
た
が
。
旧
友
（
手
紙
の
出
す
相
手
で
あ
る
李
主
簿
）
は
、
ど
う
し
て
簡
単
な
手
紙
一
本
を
書
く
手
間
を
惜

し
む
の
か
。
玉
門
関
か
ら
（
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
）
西
の
方
を
望
む
と
、
腸
（
は
ら
わ
た
）
が
断
た
れ
る
辛
さ
（
を
覚
え
る
が
そ
れ
）
に
堪
え
ら
れ
よ
う
も
な
い
の
に
。
ま

し
て
や
、
明
日
は
大
晦
日
で
、
こ
の
一
年
も
終
わ
り
、
親
し
い
者
が
集
う
時
に
な
る
の
に
。 


